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本
日
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
」に
も
か
か
わ

ら
ず
、来
賓
の
方
々
、

代
議
員
の
皆
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
お
い
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
止
ま
ら

な
い
と
い
う
事
態
の
中
に
あ
っ
て
も
、

菅
内
閣
は
、「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
何
が
何
で
も

開
催
す
る
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
一
方
「
改
憲
」
へ
の
意
欲
も
衰

え
て
い
ま
せ
ん
。
人
権
・
環
境
・
情

報
公
開
の
21
世
紀
ス
タ
ー
ト
か
ら
20

年
、
女
性
参
政
権
行
使
か
ら
75
年
の

節
目
の
年
で
す
。
昨
年
は
「
コ
ロ
ナ

禍
」
で
、
貧
困
・
格
差
・
差
別
の
問

題
を
あ
ぶ
り
だ
し
、
人
権
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
課
題
を
表
に
出
し
ま

し
た
。
菅
首
相
は
、
こ
れ
ま
で
と
異

な
り
、「
派
閥
」
を
持
た
な
い
政
権
で

す
。
必
ず
い
ず
れ
か
の
派
閥
な
り
勢

力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
が
い
ま
の
政
権
運
営
、
前
安
倍
政

権
の
継
承
に
現
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。「
国
民
投
票
法
」
は
成
立
し

ま
し
た
が
、「
改
憲
」
策
動
を
阻
止
し

ま
し
ょ
う
。

6
月
4
日
に
国
会
を
通
過
し
た
法

改
定
に
よ
り
、
公
務
員
の
定
年
は
23
年

度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
延
長
さ
れ
65

歳
と
な
り
ま
す
。
定
年
で
退
職
さ
れ
る

方
は
2
年
に
一
度
と
な
り
ま
す
。
私
た

ち
の
組
織
課
題
で
す
。

第49回定期総会、2年ぶりに開催!!

今
秋
に
は
衆
議
院
議
員
選
挙
が
必

ず
あ
り
ま
す
。
何
と
し
て
も
今
の
「
政

治
の
流
れ
」
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
来
年
に
は
、
参
議
院
議

員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
後
、
ご
挨

拶
い
た
だ
く
「
古
賀
ち
か
げ
さ
ん
」
を

本
総
会
で
推
薦
を
決
定
し
、
皆
で
全
力

を
挙
げ
、
そ
の
必
勝
を
期
し
て
い
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日政連推薦候補者

古賀ちかげ
さんの挨拶

　 古賀千景と申します。
来年７月に行われる参議院議員選挙に日教組推薦
で立候補を予定しております。30年間、福岡県で
教員をしていましたが、その半分以上を非常勤と
して勤務しました。組合に入って、いろいろなこ
とを学びました。当初は、教育委員会がこういう
勤務をすればいいと決めてくださっていると思っ
ていましたが、組合に入って、さまざまな女性の
諸権利や数々の労働条件も、長い時間をかけて、
すべて組合が闘い、勝ち取ってきたものと分かり
ました。また、子どもたちには責任はなく、すべ
て大人の問題なのだということも理解できました。
　経済格差や子どもの「貧困」、そのほか、数え
きれないほどの問題が、今の社会には渦巻いてい
ます。これらの解決には、今までとは違う立場で
見つめながら、方法も変えて対応していこうと考
えております。日退教の皆さん、よろしくご支援
をお願い申し上げます。

竹
田
会
長
の
挨
拶

退
職
者
連
合 

人
見
一
夫
会
長 

日
教
組 

清
水
秀
行
委
員
長

全
国
退
女
教 

北
村
典
子
会
長

◎
来
　
賓
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司
会　

福
澤
富
美
代
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
次
長
）

議
長　

芥
川
治
子
さ
ん

　
　
　
　
（
都
高
退 

代
議
員
）

和
歌
山
退
教

　
　

辻
本 

義
輝
代
議
員

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
大
阪
が

象
徴
的
だ
が
、
在
宅
死
亡
者
が

多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
公

務
員
を
削
減
し
、
竹
中
平
蔵
の

パ
ソ
ナ
な
ど
の
民
間
委
託
を
し

た
結
果
で
あ
る
。
行
政
幹
部
の

右
往
左
往
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

人
員
不
足
、
能
力
低
下
の
結
果

で
あ
る
。

和
歌
山
で
は
、
月
1
で
幹
事

会
を
開
い
て
い
る
が
、
現
代
に

即
応
し
た
、
S
N
S
の
活
用
が

口
の
端
に
上
っ
て
い
る
。
♯
に

「
イ
イ
ね
」
を
す
る
だ
け
で
、

運
動
の
広
が
り
が
あ
る
と
確
信

す
る
。

福
岡
県
退

　
　

浦
田 

哲
也
代
議
員

　

ま
ず
、
災
害
カ
ン
パ
の
お
礼

を
申
し
上
げ
た
い
。
金
額
も
そ

う
だ
が
、
心
の
こ
も
っ
た
物
心

両
面
の
カ
ン
パ
が
あ
り
が
た

か
っ
た
。
次
に
日
政
連
参
議
院

議
員
を
務
め
た
神
本
美
恵
子
氏

が
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
で
き
た

の
は
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
て
の

こ
と
、
現
在
福
岡
県
退
教
の
一

員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
今

の
ひ
ど
い
政
治
に
は
変
革
が
必

要
で
あ
る
。
古
賀
ち
か
げ
さ
ん

は
福
岡
で
臨
時
教
職
員
組
合
発

足
の
中
心
に
い
た
人
で
、
非
正

規
・
女
性
の
立
場
で
労
働
条
件

を
改
善
さ
せ
て
き
た
。
今
度
は

国
会
で
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
。

神
奈
川
高
退

　
　

早
川 

芳
夫
代
議
員

　

三
点
意
見
を
述
べ
た
い
。

　

現
実
に
は
少
年
犯
罪
は
減
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
改

正
少
年
法
」
が
五
月
に
成
立
し
、

来
年
四
月
か
ら
18
、
19
歳
で
検

察
送
致
、
実
名
報
道
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。 

家
庭
・
社
会
の

問
題
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
彼

ら
が
、
社
会
復
帰
で
き
な
く
な

る
の
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

や
り
直
し
の
出
来
る
社
会
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

次
に
市
民
運
動
の
件
で
あ
る
。

黒
川
検
事
長
の
定
年
延
長
の
問

題
で
は
当
初
不
起
訴
だ
っ
た
が
、

市
民
運
動
の
結
果
、
検
察
審
査

会
で
起
訴
相
当
と
な
り
、
簡
易

起
訴
に
つ
な
が
っ
た
。
現
在
は

総
務
省
と
東
北
新
社
と
の
つ
な

が
り
な
ど
も
告
発
中
で
あ
る
。

　

最
後
は
調
布
外
環
ト
ン
ネ
ル

工
事
の
問
題
で
あ
る
。
地
下
47

メ
ー
ト
ル
以
上
は
住
民
に
通
達

や
許
可
が
い
ら
な
い
と
国
は
工

事
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
は

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
問
題

点
が
多
分
に
あ
る
の
で
追
求
を

し
て
い
き
た
い
。

鹿
児
島
県
退

　
　

下
馬
場 

学
代
議
員

　

日
米
軍
事
一
体
化
の
問
題
に

つ
い
て
述
べ
る
。
鹿
児
島
県
馬

毛
島
に
米
軍
の
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
に
は
住
民
が
反
対
し
、

全
国
か
ら
も
21
万
の
署
名
が
集

ま
っ
た
。
し
か
し
、
自
衛
隊
の

基
地
建
設
と
な
る
と
、
住
民
は

反
対
し
づ
ら
く
な
り
、
条
件
闘

争
な
ど
で
住
民
が
分
断
さ
れ
て

き
た
。
福
岡
・
長
崎
な
ど
も
軍

事
施
設
が
増
強
さ
れ
九
州
・
南

西
諸
島
が
要
塞
化
し
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
シ
ー
ル
ド
、
東
洋
の
盾

と
し
て
日
本
列
島
が
米
軍
の
戦

略
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
辺

野
古
、
馬
毛
島
の
問
題
を
全
国

の
問
題
と
し
て
闘
っ
て
い
き
た

い
。
武
力
で
平
和
は
で
き
な
い
。

山
口
退

　
　

赤
間 

至
代
議
員

　

何
点
か
山
口
の
取
り
組
み
を

報
告
。
①
秋
田
と
協
力
し
て
、

イ
ー
ジ
ス
地
上
配
備
断
念
さ
せ

た
②
辺
野
古
へ
の
瀬
戸
内
の
土

砂
運
び
入
れ
阻
止
し
た
③
育
鵬

社
を
採
択
し
た
下
関
教
委
へ
の

抗
議
④
上
関
原
発
予
定
へ
の
抗

議
行
動
⑤
東
洋
一
の
岩
国
軍
事

基
地
拡
張
反
対
で
の
月
1
の
座

り
込
み
行
動
⑥
朝
鮮
学
校
支
援

再
開
を
求
め
て
の
県
庁
前
座
り

込
み
行
動
⑦
学
術
会
議
へ
の
介

発
言
の
概
要
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入
に
対
し
、
会
員
全
員
に
よ
る

内
閣
府
へ
の
抗
議
の
ハ
ガ
キ
提

出
。
た
だ
、
反
省
点
は
、
日
退

教
の
豪
雨
カ
ン
パ
へ
の
取
り
組

み
を
怠
っ
た
こ
と
は
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
る
。

大
阪
退

　
　

藤
田 

修
代
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
行
き
当
た

り
ば
っ
た
り
の
松
井
大
阪
市
長

と
市
の
教
育
委
員
会
の
出
鱈
目

さ
を
報
告
す
る
。3
月
末
に「
突

然
」
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
そ

し
て
、
ロ
ー
マ
字
も
知
ら
な
い

小
学
1
～
2
年
生
へ
の
対
応
な

ど
の
事
前
準
備
も
な
し
に
「
突

然
」
4
月
26
日
か
ら
の
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
表
明
。
学
校
現
場

は
大
混
乱
。
完
全
実
施
校
は
、

モ
デ
ル
校
の
み
。
そ
の
他
は
、

最
初
の
2
時
間
の
み
オ
ン
ラ
イ

ン
。

　

そ
の
後
、
学
校
で
の
対
面
授

業
。
あ
る
い
は
、
全
て
プ
リ
ン

ト
授
業
で
す
ま
せ
る
学
校
な
ど

マ
チ
マ
チ
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、

5
月
24
日
か
ら
は
「
突
然
」
オ

ン
ラ
イ
ン
中
止
。
保
護
者
か
ら

は
、
登
下
校
の
安
全
面
な
ど
の

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
我
々
退

教
も
、
一
貫
性
の
な
い
方
針
に

対
し
、
抗
議
文
を
提
出
し
た
。

静
岡
退

　
　

寺
田 

伊
勢
男
代
議
員

　

日
米
軍
事
同
盟
拡
大
の
懸
念

が
多
分
に
あ
る
。
米
国
だ
け
で

な
く
ド
イ
ツ
と
も
合
同
訓
練
を

実
施
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
予
定

さ
れ
て
い
る
等
、
他
の
国
へ
も

軍
事
協
力
が
広
が
っ
て
い
る
の

は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
特
定
秘
密
保
護
法
で
は

情
報
監
視
審
査
会
に
対
し
、
外

務
省
は
「
答
弁
を
差
し
控
え
た

い
」
を
連
発
し
て
い
た
。
こ
れ

は
制
定
時
当
初
の
説
明
と
は
乖

離
し
て
い
て
、
不
安
が
募
る
。

　

菅
首
相
は
「
脱
炭
素
施
策
」

を
謳
っ
て
い
て
そ
れ
は
結
構
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
原
発
が
な

け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
と
20
％

の
原
発
維
持
の
方
針
を
出
し
、

40
年
経
過
し
て
い
る
原
発
の
再

稼
働
を
し
始
め
て
い
る
。

　

原
発
の
あ
る
地
方
自
治
体
へ

の
財
政
補
助
を
餌
に
、
再
稼
働

を
進
め
る
動
き
を
阻
止
し
て
ほ

し
い
。

岩
手
高
退

　
　

吉
田 

矩
彦
代
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い
で
も
あ
る

が
、
昨
年
福
島
へ
の
「
学
習
の

旅
」
が
中
止
に
な
り
と
て
も
残

念
で
あ
る
。
我
が
岩
手
や
宮
城

も
過
疎
化
の
懸
念
が
多
分
に
あ

る
の
で
、
こ
ち
ら
へ
の
学
習
の

旅
も
企
画
し
て
欲
し
い
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
希
望

を
ま
だ
政
府
は
捨
て
て
い
な
い

よ
う
だ
が
、
児
童
・
生
徒
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
動
員
を
口
に
し
て

い
る
。
世
界
各
国
か
ら
人
が
集

ま
る
中
で
の
参
加
要
請
は
大
い

に
不
安
で
あ
る
。
日
教
組
と
も

協
力
し
て
是
非
阻
止
を
お
願
い

し
た
い
。

千
葉
県
退

　
　

平
野 

直
比
古
代
議
員

　

学
習
塾
で
英
語
を
教
え
て
い

る
が
、
昨
今
の
英
語
教
育
が
心

配
だ
。
小
学
4
年
か
ら
英
語
が

導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
が

と
て
も
難
し
い
。
文
法
教
育
は

だ
め
と
い
い
な
が
ら
、
教
科
書

が
ど
ん
ど
ん
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
生
徒
達
は
塾
に

流
れ
て
い
る
。
一
人
月
三
万
ぐ

ら
い
払
っ
て
い
て
、
経
済
的
に

親
の
負
担
が
ま
す
ま
す
重
く

な
っ
て
い
る
。
英
語
が
話
せ
な

い
担
任
と
日
本
語
が
話
せ
な
い

A
L
T
の
間
の
意
思
の
疎
通
も

う
ま
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
問
題

が
あ
る
。 

千
葉
の
退
教
は
80

代
90
代
の
会
員
が
多
い
。
今
ま

で
は
定
期
的
に
会
員
が
集
っ
て

い
た
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
会

う
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ず
不
安
で

あ
る
。
で
き
る
限
り
電
話
を
し

た
り
、
弁
当
持
参
で
個
人
的
に

家
を
訪
ね
た
り
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
仲
間
同
士
の
連
帯
が

今
日
余
計
に
大
事
と
思
わ
れ
る
。

今後の日程（予定）

9月20日（月） 地公三単産・地公退高齢者集会
（日本教育会館）

9月21日（火） 退連高齢者集会（新宿文化センター）

10月7日（木） 五者学習会（ラポール日教済）

10月8日（金） 日退教組織活動交流集会
（ラポール日教済）
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◆
編
集
後
記
◆

コ
ロ
ナ
禍
で
夜
間
中
学
は

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
中
、「
夜
間
中
学
（
中
学
校
夜
間
学
級
）」

で
学
び
を
続
け
る
人
た
ち
が
い
る
。
夜
間
中
学
は
、
１
９
４
７

年
か
ら
各
地
に
開
か
れ
、
学
齢
期
に
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人
や
、
昼
に
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
達
を
受

け
入
れ
て
き
た
。
東
京
に
「
夜
間
中
学
」
が
最
初
に
出
来
た
の

は
、
１
９
５
１
年
。「
足
立
四
中
」
に
開
設
さ
れ
た
。
50
年
代
、

足
立
区
内
に
「
義
務
教
育
未
終
了
者
が
数
多
く
い
る
」
と
い
う

情
報
が
あ
り
、
区
教
委
が
調
べ
る
と
、
主
に
町
工
場
で
働
い
て

い
る
人
が
該
当
す
る
と
判
明
し
た
。
そ
の
多
く
が
地
方
か
ら
、

「
小
学
校
卒
業
」
だ
け
で
働
き
に
来
て
い
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

「
夜
間
中
学
」
を
設
け
、「
義
務
教
育
未
終
了
者
」
を
通
学
さ

せ
る
こ
と
に
し
た
。

１
９
５
４
年
に
は
公
立
校
だ
け
で
、
全
国
に
89
校
あ
っ
た

（
現
在
は
12
都
府
県
に
36
校
）。
貧
し
く
通
学
で
き
な
か
っ
た
人
、

在
日
コ
リ
ア
ン
か
ら
の
要
望
が
高
か
っ
た
時
代
だ
。
そ
の
後
、

中
国
残
留
孤
児
た
ち
が
通
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
、

書
類
上
は
中
学
を
卒
業
し
て
い
て
も
不
登
校
だ
っ
た
人
や
外
国

人
労
働
者
の
増
加
で
、
そ
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
き
た
。

20
年
１
月
の
文
科
省
調
査
で
は
、
全
国
で
８
割
が
外
国
人

だ
。
背
景
の
一
つ
に
あ
る
の
が
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
拡
大
だ
。

だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
環
境
は
激
変
し

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
事
情
悪
化
で
通
学
を
断
念
す
る
人

が
出
て
き
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
解
雇
は
外
国
人
労
働
者
ら
を
直
撃

し
て
い
る
。
８
校
の
公
立
夜
間
中
学
が
あ
る
東
京
都
の
場
合
、

総
生
徒
数
は
16
年
に
は
４
２
４
人
だ
っ
た
が
、
20
年
７
月
に
は

２
１
０
人
と
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
17
年
に
施
行
さ
れ
た
教
育
機
会

確
保
法
は
、
夜
間
中
学
の
設
置
や
拡
充
を
求
め
る
。
年
齢
も
国

籍
も
関
係
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
勉
強
に
励
む

夜
間
中
学
。
学
び
の
原
点
が
そ
こ
に
は
あ
る
。（
S
）
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苅谷重信（北退教）副会長
太田孝治（大分県退）副会長

自書出版をしてみませんか！
1冊から作ることが出来ます。

自分だけの書物を作ってみませんか？
各単会では、何人でもお願いします。

詳細は、日退教と提携している郁朋社に！
☎　　03－3234－8923
Ｆax　03－3234－8948

総会のコロナ対策として

アクリル板、マイクなど、
1人発言するたびに交換、
消毒をして下さった神奈
川高退の皆さん、ありが
とうございました。

第396号以降のカンパのお知らせ
5月31日 鹿児島県退 70,000円

6月9日 新潟県退 102,190円
2020度のカンパ報告は、今回で終了します。
ご協力に感謝申し上げます。

コロナ禍で大変な時期にお世話に
なりました。ありがとうございました。

吉田順子（兵庫退）
副会長

村山恵美子（千葉高退）
監査

退任された役員

各単会の機関紙・会報などは単会によっ
て異なりますが、年数回発行されています。
80部ぐらい送ってくだされば、日退教通信
の発送と一緒に、各単会に1部同封します。
特に担当者は参考になると思います。

機関紙（会報、通信、情報など）
　　　　　　　　　をお寄せください。


